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高速度画像を用いた流速計測技術である PIV について，高精度詳細な計測手法を開発している（第 3
章）。第 4章では、これを用いて本学の小型実験水槽を用いた滑面上の遡上波について、底面極近傍で

























 学術論文は 1編が第一著者として公表済み (Feng D., Wu L., Shimozono T. and Okayasu A.: J. 
Japan Soc. of Civil Engineers, B2, 70-2, I_741-I_745, doi: 10.2208/kaigan.70.I_741, 2014)であ
るほか，2編の英文共著論文があることを確認した。 
 学位論文および学術論文は英語で書かれており、かつ、公開発表会およびその他研究発表会等に
おいて英語で発表しており、英語の学力については問題ないと判断した。このほか合同セミナーに
ついて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。また、大学院海洋科学技
術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
